
（ 8 ）（平成13年5月22日第三種郵便物認可）第558号 2024.1.5 （毎月2 回5日／20日発行）

タウンミーティングで「地域づくり」に新たな視点タウンミーティングで「地域づくり」に新たな視点
岩手県北上市の開催に116名参加 他地域へも展開進める

―
―
昨
年
11
月
14
日
に
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
岩

手
県
北
上
市
で
開
催
し
た
。

清
水　

北
上
市
の
及
川
義

明
副
市
長
を
は
じ
め
、
市

の
行
政
・
商
工
・
観
光
の

関
係
者
１
１
６
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
山

本
秀
行
氏
（
プ
ラ
ン
ト
ラ

イ
ブ
代
表
）
の
基
調
講
演
、

観
光
・
宿
泊
事
業
者
の
方

た
ち
に
よ
る
パ
ネ
ル
ト
ー

ク
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
観
光

を
テ
ー
マ
に
活
発
な
意
見

交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

は
、
長
野
県
松
本
市
、
福

井
県
福
井
市
、
石
川
県
金

沢
市
に
続
き
、
北
上
市
が

４
カ
所
目
の
開
催
に
な
り

ま
す
。
そ
の
地
域
の
様
々

な
立
場
・
分
野
の
人
が
集

ま
り
、
観
光
を
切
り
口
に

意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で

多
面
的
に「
地
域
づ
く
り
」

を
捉
え
、
観
光
振
興
の
新

た
な
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る

機
会
に
な
り
ま
す
。

―
―
ど
の
よ
う
な
ヒ
ン
ト

が
見
つ
か
っ
た
の
か
。

清
水　

市
内
に
は
東
北
地

方
有
数
の
桜
の
名
所
と
し

て
、
北
上
川
の
ほ
と
り
に

あ
る
「
北
上
市
立
公
園
展

勝
地
」
が
あ
り
ま
す
。
展

勝
地
に
は
約
２
㎞
の
桜
並

木
を
は
じ
め
１
万
本
の
桜

が
あ
り
、
桜
の
季
節
に
な

る
と
県
内
外
か
ら
多
く
の

人
が
訪
れ
る
そ
う
で
す
。

　

及
川
副
市
長
の
話
に
よ

れ
ば
、
展
勝
地
が
観
光
名

所
に
な
っ
た
の
は
ご
く
最

近
の
こ
と
。
も
と
も
と
北

上
市
は
産
業
振
興
政
策
が

盛
ん
で
、
工
業
都
市
と
し

て
発
展
し
て
い
ま
し
た
。

展
勝
地
は
「
日
本
さ
く
ら

名
所
１
０
０
選
」
に
も
選

ば
れ
、
地
元
で
は
以
前
か

ら
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
か
つ
て
は
市
外
・

県
外
の
観
光
客
は
ほ
と
ん

ど
い
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
東
北
地
方
で

展
勝
地
と
同
じ
く
さ
く
ら

名
所
に
選
ば
れ
た
秋
田
県

角
館
市
・
青
森
県
弘
前
市

と
連
携
し
て
「
東
北
三
大

桜
」
を
打
ち
出
し
、
３
市

共
同
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

や
周
遊
プ
ラ
ン
の
提
案
等

を
し
た
と
こ
ろ
、
注
目
度

が
一
気
に
高
ま
り
、
北
上

市
の
観
光
客
数
が
以
前
と

比
べ
て
10
倍
に
跳
ね
上
が

っ
た
そ
う
で
す
。

チ
ェ
ー
ン
ホ
テ
ル
の

参
画
も
歓
迎
し
た
い

―
―
実
は
集
客
力
の
あ
る

観
光
資
源
が
眠
っ
て
い
た
。

清
水　

加
え
て
言
う
と
、

地
域
の
枠
組
み
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
連
携
す
る

こ
と
で
魅
力
向
上
に
繋
げ

た
点
も
、
興
味
深
い
話
で

し
た
。
考
え
て
み
れ
ば
、

旅
行
者
の
皆
さ
ん
が
旅
先

の
行
政
区
分
を
気
に
す
る

こ
と
は
あ
ま
り
な
い
で
す

し
、
特
に
訪
日
外
国
人
旅

行
者
は
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
日
本
各
地
を
周
遊
し

ま
す
か
ら
、
行
政
区
分
な

ど
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

　

周
遊
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
で
考
え
る
と
、
北
上
市

の
観
光
振
興
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
は
さ
ら
に
高
ま
る
こ

と
も
分
か
り
ま
し
た
。
北

上
市
は
交
通
の
要
衝
地
で

も
あ
り
、
南
に
中
尊
寺
の

あ
る
平
泉
、
北
に
花
巻
と

盛
岡
、
東
に
遠
野
や
三
陸

海
岸
が
あ
り
ま
す
。
今
回

の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
は
、
岩
手
観
光
の
ハ
ブ

と
し
て
機
能
し
う
る
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
こ
と
も

話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

別
の
地
域
で
も
応
用
で

き
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
私
が
経
営
す
る

ホ
テ
ル
が
所
在
す
る
福
井

市
に
は
、
北
陸
新
幹
線
の

延
伸
に
よ
っ
て
今
年
３
月

に
新
幹
線
が
開
業
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
福
井
・
石

川
・
富
山
の
北
陸
３
県
が

新
幹
線
で
繋
が
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
３
県
は

歴
史
的
に
も
関
係
が
深
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
県
庁
所
在
地

の
名
を
取
っ
た「
富
金
福
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
豊
か

さ
を
テ
ー
マ
に
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
展
開
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
各
地
で
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
、

観
光
振
興
や
集
客
に
繋
が

る
ア
イ
デ
ア
を
導
き
出
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
会
員
拡
大
活
動
に
も

力
を
入
れ
る
。

清
水　

昨
年
６
月
の
Ａ
Ｎ

Ｈ
Ａ
総
会
で
、
加
盟
企
業

・
ホ
テ
ル
の
拡
大
に
向
け

て
活
動
す
る
「
会
員
増
強

委
員
会
」
の
設
置
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
Ａ
Ｎ
Ｈ
Ａ
に
は

１
１
７
０
の
宿
泊
施
設
が

加
盟
し
て
い
ま
す
。
成
り

立
ち
の
経
緯
か
ら
、
独
立

経
営
ホ
テ
ル
の
経
営
者
を

中
心
と
し
た
組
織
運
営
を

行
っ
て
お
り
、
会
員
で
あ

る
ホ
テ
ル
経
営
者
自
身
が

主
体
的
に
Ａ
Ｎ
Ｈ
Ａ
の
活

動
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
Ａ
Ｎ
Ｈ
Ａ
が
さ

ら
に
発
展
す
る
た
め
に
も

参
画
施
設
の
増
加
が
最
も

重
要
で
す
が
、
そ
れ
は
独

立
経
営
ホ
テ
ル
に
こ
だ
わ

ら
な
く
て
も
良
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
チ
ェ
ー
ン
ホ

テ
ル
の
皆
さ
ん
に
も
、
Ａ

Ｎ
Ｈ
Ａ
の
活
動
趣
旨
に
賛

同
し
、
と
も
に
連
携
し
て

業
界
を
盛
り
上
げ
て
い
け

る
な
ら
歓
迎
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
す
で
に
、
委
員

会
を
通
じ
て
複
数
の
ホ
テ

ル
チ
ェ
ー
ン
と
話
し
合
い

を
始
め
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｎ
Ｈ
Ａ
は
１
９
７
１

年
に
「
全
日
本
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
協
会
」
と
し
て
設

立
し
、
当
時
は
新
し
い
存

在
だ
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ

ル
業
の
発
展
に
向
け
た
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

設
立
に
参
画
し
た
メ
ン
バ

ー
の
進
取
の
気
性
、
イ
ノ

ベ
ー
タ
ー
と
し
て
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
、
52
年
が
経
過
し
た

今
も
引
き
継
い
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

50
周
年
を
機
に
策
定
し

た
Ｍ
Ｖ
Ｖ
＋
Ｓ
に
お
い
て
、

連
盟
の
存
在
意
義
＝
Ｖ
ａ

ｌ
ｕ
ｅ
に
「
会
員
ホ
テ
ル

の
成
長
支
援
」「
観
光
立

国
の
実
現
支
援
」「
地
域

の
発
展
支
援
」「
情
熱
と

誠
実
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

会
社
と
そ
の
従
業
員
、
国

・
地
域
、
旅
行
者
や
宿
泊

客
、
こ
の
全
て
に
価
値
を

も
た
ら
す
「
三
方
よ
し
」

の
組
織
で
あ
り
た
い
で
す
。

　

合
わ
せ
て
、
組
織
名
称

を「
全
日
本
ホ
テ
ル
連
盟
」

と
し
ま
し
た
。
街
や
地
域

に
お
け
る
中
心
的
な
役
割

を
担
う
「
ホ
テ
ル
」
と
い

う
存
在
を
よ
り
明
確
に
し
、

ホ
テ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
全
体

の
多
様
性
等
を
鑑
み
て
、

特
定
の
業
態
に
限
定
す
る

こ
と
な
く
活
動
し
て
い
こ

う
、
と
い
う
思
い
を
反
映

し
ま
し
た
。

　
「
会
員
同
士
の
距
離
の

近
さ
」「
活
発
な
情
報
交

換
」
と
い
っ
た
Ａ
Ｎ
Ｈ
Ａ

な
ら
で
は
の
価
値
を
活
か

し
て
、
改
め
て
設
立
当
時

の
原
点
に
立
ち
返
り
「
み

ん
な
が
主
体
的
に
動
く
組

織
」
を
構
築
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

会
員
増
強
委
員
会
を
発
足 

全
国
に
参
画
を
呼
び
掛
け

2024 ホテル経営者 トップインタビュー

宿泊・滞在どう
創る 価

値

会長

清水嗣能氏

一般社団法人　　　　　　
全日本ホテル連盟

（ANHA）

　今年 2024 年に設立 53年を迎える全日本ホテル連盟（ANHA、東京都千代田区）。新
しいホテル経営のあり方を模索するイノベーターとしてのDNAを引き継ぎつつ、観光立
国の中核であるホテル業の団体として、会社と従業員、国・地域、旅行者の全てに価値を
もたらす「三方よし」の組織を目指す。会長の清水嗣能氏は、ANHAが掲げる事業方針「国
づくり」「宿づくり」「人づくり」を具体化する取り組みとしてのタウンミーティング開催
に力を入れるとともに、会員企業・ホテルの増強にも力を入れる。

東
北
三
大
桜
で

観
光
客
が
10
倍


